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整備が進む星谷運動公園

園体まであと 145日 
~ 

• 
.. 

東四国国体の準備も

着々と進んでいます。 

これからの町民の健康増進や

各種スポーツ大会などに利用さ

れる星谷運動公園は、東四国国

体ライフル射撃競技の開始式の

会場となり、今年  9月に完成す

る予定です。

国体の共同食事のtでが 
⑨も

⑧
制
収
⑨

J
 

(世帯数) 2，000戸 (人口)男 3，600人女  3，874人計  7，474人(平成5年4月末日現在)

(出生)男 2 女O計 2 死亡)男 1女0 計転入)男21女13計34 転出)男19女9 計28

広報かつうら 6月号第276号平 成5年6月 1日発行編集と発行勝浦町総務課  TEし(08854)2-2511 (代) FAX2-3028 
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勝浦川の水を美しくするために、

家庭でできる浄化対策に気をつけ‘r ましょう。� 

「
住
ん
で
よ
く
訪
れ
て
よ
い
ま
ち 
|

阿
波
勝
浦
」
を
め
ざ
し
て

回
泊
四
号
回
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家庭でできる浄化対策
家庭から出るよごれを少しでも減らして、

みんなの力で川や海を美しくしましょう。

-流しの三角コーナーにはろ紙袋

をかぶせまし ょう。

-ストレーナーには細い網 (1mm 
程度)などをつけまし ょう。

-水を切ってゴミとして出そう。

-畑の肥料として利用しよう� 0

・米のとぎ汁も植木の散水や	 -食器や鍋についたよごれは、

肥料にしよう。� 紙でふきと ってから洗おう。

調理くずや食べ残しは流さないように� /

f 

町内の美化にご協力をノ	 全町一斉清掃

美し く清潔なまち づ くりのため、� 6月� 6日 (6月6日・� 7月4日・� 8月1日・� 9月5日・10月3日)

から全町一斉清掃がは じまります。

特に今年は、東四国国体が開催されます。

勝浦町 を訪れる県内外 からの選手や関係者に、

よい印象をも って� 4帝ってもらうためにも 、よ

り一層の美化運動を推めている ところです。� 

1戸に� 1人は必ず参加 し、区長さん、保健

部長さんの指示に従い、各地域の実情に応じ

た取り組みにご協力ください。

勝浦川の水をきれいにする会会員および漁業組合員等による河� 

11132fl:iztffit-21312C也九しL ごく

ろうさまでした。棚野地区において一斉)、日日(23月5
清掃を操上げて実施。大勢のかたが地

区内の美化活動に参加しました。� 

h
F
平
成
四
年
の

一
斉
清
掃
(
排
水
)

五
月
八
日
出
、
町
職
員
(
管
理
職
)

も
河
川
の
空
缶
拾
い
。 

h
F
平
成
四
年
の

一
斉
清
婦
(
谷
川
) 

回

MUS04
テキストボックス
勝浦川を町の宝に



貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
利
用
し
て
グ

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
利
用
さ
れ
て
の
ご
意
見
、

ご
感
想
は
次
の
と
お
り
で
字
。

一

山
町
内
の
各
種
行
事
が
掲
斡
さ
れ
て
大
変
便
利
で
あ
る
。

似
家
族
の
予
定
等
メ
モ
書
き
で
き
る
。

叩
大
安
・
友
引
以
外
六
曜
全
部
入
れ
て
ほ
し
い
。

凶
旧
歴
と
十
二
支
入
っ
て
い
る
と
便
利
で
あ
る
。

叩
町
内
の
各
種
行
事
を
決
め
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

州
各
種
行
事
の
公
的
機
関
の
案
内
所
を
掲
載
し
て

廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国

民

の

責

務

に

つ

い
て


国
民
は
、
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
制

』 -- -
利
用
出
来
る
も
の
は
再
利
用
し
、
き 

-
ち
ん
と
分
別
し
て
排
出
、
あ
る
い
は

』
自
己
処
分
等
に
よ
っ
て
、
廃
棄
物
の 

-
減
量
そ
の
他
適
正
に
処
理
す
る
こ
と

【
に
、
県
や
町
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な 

ツ
類
等
き
ち
ん
と
分
別
し
、
名
前
を

書
い
て
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
危
険
な
も
の
は
、
混
ぜ
る
と
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

不
法
投
棄
の
禁
止 
N

-
ら
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た 
o

勿
論
町
の
条
例
に
お
い
て
も
、
町

の
指
定
し
た
袋
に
入
れ
、
二
疋
の
場

-
所
に
集
め
る
こ
と
や
有
毒
性
の
あ
る

-
も
の
や
危
険
性
の
あ
る
も
の
等
は
、

』
混
入
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め 

-
ら
れ
て
い
ま
す
。

戸

従
っ
て
、
も
は
る
も
の
、
び
ん
類 

4

と
缶
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
カ
ラ

土
木
建
設
等
の
工
事
の
施
行
者
で

工
事
に
伴
う
土
砂
、
が
れ
き
、
廃
材

等
を
山
や
谷
川
に
不
法
投
棄
さ
れ
て

い
る
方
が
い
ま
す
。

町
の
美
観
の
汚
損
は
勿
論
、
不
法

投
棄
の
誘
発
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特

に
指
名
願
い
を
県
や
町
に
提
出
さ
れ

て
い
る
事
業
者
は
、
絶
対
に
不
法
投

棄
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ゆ
本
年
も
ぜ
ひ
と
も
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
意
見
、
ご
希
望
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
し
い 
o 

m
ご
み
袋
に
名
前
を
書
く
事
を
徹
底
す
る
と
、
ご

み
を
出
す
時
気
を
つ
け
る
と
思
う
。

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
ご
協
力
を
，
・


ゴ
ミ
の
減
量
化
資
源
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
リ
ま
す

が
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

回
収
日
の
朝
九
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必
ず
名
前
を
記
入
し
て

だ
し
て
く
だ
さ
い
。

アルミ缶回収場所

平成�  5年� 6月28日(月)

回収場所地 区

士茂 本 勝浦郡農協坂本事業所

。 与川内事業所与川 内

横� j頼� IJ券浦郡農協本所

消� 方詰所横中 山

河川敷ゲートボール場横棚 里子

役場庁舎裏久 国

生名集会所(東林庵)生 名

I h  星谷橋北詰ゴミフェンス横星 コ

中央情t詰ゲートボール場険フェンス黒 岩

~、� μl 今山橋北詰ゴミフェンス横

石原ゴミフェンス横沼江 ・石原

掛谷・山西 勝浦郡農協生比奈支所

農村婦人の家・馬越ゴミフェンス横中 角

平成5年度

勝浦町青年会総会
 

-とき  

6月5日(土)午後� 7時から

・ところ

住民福祉センター� 2階和室� 

Come on Young! 
日々の暮らしにない新しい伺か

を求めている方、新しい仲間を求

めている方、地域の活性化を目指

している方など 動機に関係な

く、若者大歓迎/

レクリ工ーションからスポーツ、

社会活動、大イベントまで。

あなたも「若いし� !Jよってお

いで。みんなで楽しく過しません

かっ

初めての方も大歓迎だよ/

*問合せ先役場� (tt2-2511) 

教育委員会もしくはもよりの青

年会員まで。
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(家庭婦人バレーボール 徳島県 6人制バレーポール小学生新人大会

東四国国体勝浦町リハーサル大会
県下第 3位ノの開催について

C
f

h
~

が
日
ご
ろ
の
努

」

宇
品

東四国国体秋季大会に勝浦町で行われる、デモンスト

買
層
圏
同
四
日 

幅
四
因
圃


E
z
m

秋
季
大
会
開
・
閉
会
式
及
び
模
擬
国
体
入
場
券
の


申
込
及
び
販
売
に
つ
い
て


三
月
二
十
七
日

か
ら
二
十
九
日
の

三
日
間
、
鳴
門
県

営
体
育
館
を
中
心

に
、
徳
島
県
六
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
新
人
大
会

が
、
県
下
各
地
か

ら
百
十

一
チ 
l
ム

が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
お

い
て
、
横
瀬 

東
四
国
国
体
軟
季
大
会 

(平
成
五

年
十
月
二
十
四
日
間

1
平
成
五
年
十

月
二
十
九
日
制
)
に
徳
島
県
鳴
門
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

J
V 

力
が
実
り
、
見
事

第
三
位
に
入
賞
し

。

る
開

・
閉
会
式
及
び
模
擬
国
体 

(
開・

閉
会
式
さ
な
が
ら
の
集
団
演
技
を
は

じ
め
式
典
・
入
場
行
進
等
を
実
施
)

工
引
渡
の
方
法

引
渡
通
知
書
に
入
場
料
金
を

添
え
て
、
役
場
国
体
室
で
入
場

券
を
直
接
引
渡
し
ま
す
。

オ

引

渡

の

期

間

平
成
五
年
八
月
十
六
日
開

1

平
成
五
年
八
月
三
十
日
開
ま
で

の
入
場
券
の
申
込
及
び
販
売
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
・
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
、
秋
季
大
会
閉
会
式
(
十
月
二
十

-開・閉会式及び模撮国体入場料金 

lベ 分 メインスタンド 南 -北スタンド 仮設スタンド バγクスタンド アウトフィールド

秋季大

ぷzz〉、 

開会式 1.000円 700円 700円 500円 主正 料

閉会式 500円 300円 300円 200円

模擬国体  300円 主E 料 釦E 料

の 1)ハーサル大会として 6月27日(円)に勝浦中学校体育館

で行います。この大会は、県内 9チーム(町内 2チーム )

を招いて 3ブロ ックリーグ戦決月券トーナメント方式で試

合を行います。

また、大会には)J券浦町内の家庭婦人バレーボール 2チ

ームの出場のほか、東四国国体で競技役員 (町内 12名の

審判員等、競技補助員(勝浦園芸高生 ・勝浦中学校生)競

技会補助員(勝浦中学校生)として競技運営に参加して

いただく皆様にも、今回リノ、ーサルとしてお手伝いいた

だきますので、町民の皆様の多数のご来場とご声援をよ

ろしくお原員い します。

1.日時 平成 5年 6月27日(R) 8 : 30~ 

2.場所 勝浦中学校体育館 

3.駐車場 勝浦中学校グラウンド 
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九
日
樹
)
及
び
模
擬
国
体 

(十
月

十
七
日
同
)
入
場
券

一
、
秋
季
大
会
開
会
式 

(十
月
二
十

四
日
同
)
入
場
券

ア

申

込

の

期

間

成
五
年
七
月
十
五
日
附
必
着

イ

申

込

の

方

法

往
復
は
が
き
に
よ
り
申
込
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ウ
引
渡
者
の
決
定

ア
販
売
の
期
間

i

平
成
五
年
七
月

一
日
附 
1
平

平
成
五
年
八
月
十
六
日
開

平
成
五
年
八
月
三
十
日
開
ま
で

イ

販

売

の

方

法

入
場
券
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
国
体
室
で
直
接
販
売
し
ま

す
。

な
お
、
広
報

「
か
つ
う
ら
」

七
月
号
で
詳
し
く
掲
載
し
ま

す
。

※
夏
期
大
会
開
会
式
入
場
券
の
お
問

入
場
券
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

-R



申
込
期
間
終
了
後
、
入
場
券

の
引
渡
者
に
返
信
用
は
が
き
に

て
通
知 

(引
渡
通
知
書
)
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
合
わ
せ
は
、
第
羽
田
国
民
体
育

大
会
徳
島
県
実
行
委
員
会
ま
で 
o 

レー ションとしてのスポーツ行事家庭婦人/{レーボール

※入場券の申込及び販売は勝浦町内居住者に限らせていただきます。

回
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第48回国民体育大会
秋季大会開・閉会式及び模擬国体入場券の申込及び販売について



第13回全日本学童軟式野球勝浦郡予選=壮年野球= 県下選抜羽ノ浦大会
向井杯争奪大会

勝浦クラブ優勝ノノ� 生比奈クラブ優勝


P¥  

血熱戦を繰りひ

ろげる

生比奈クラブ

@⑩⑨⑧⑨@⑥⑧⑨⑨ 
第48回国民体育大会 デモンス卜レーションとしてのスポーツ行事� 

|ジョギング�  Ir神山町 (~ ~
A
E
 

場:羽ノ浦町民グラウンド

板野町田圃パーク・町民スポーツガーデン
期 日� :平成5年10月26日(火) \ V~司
会 場� :徳島県立神山森林公園 0::IliI〆J

参加資格:同ー市町村に居住している者で編成されたチーム。

参 加資格 :自由参加。� lTてヌ
ただし、選手は満15歳以上の者。(高校生は除く )

チーム編成チーム監督 1人、選手6人
ただし小学� 3年生以下は保護者が伴走すること。

実施方法 :市町村対抗戦とする。(各市町村男女各2チーム、
実 施方法 :すだちの部/1km(小学3年生以下) 開催地町男女各3チーム参加)

うめの部/3km(小学4年生以上~一般)

やまどりの部/5km(中学生以上~一般) ぽ庭婦人バレーボール !県南「棚田 TJ iP酔う佐
|オリ工ンテーリング� Ir川島町」

一一 県北「土成田TJ
期� 日:平成5年10月26日(火)・

日:平成5年10月26日(火) |綱引�  Ir脇田TJ ./、
場 那賀 川町B&G海洋センター

期 日 :平成5年10月27日(水� fバ品I
阿波球場 、会 場� :脇田T小学校屋内運動場 F可ノ
山城町民総合グランド a.u・n

参加資格�  :同一市町村内に居住してい 主翼主語主旨・晶
る者で編成されたチ ム。 、〆-、副参加資格:同一市町村内に居住している者で編成されたチーム。

去
る
四
月
二
十
五
日
行
わ
れ
た
全

日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
勝
浦
郡
予

選
に
お
い
て
、
生
比
奈
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
が
連
続
優
勝
を
果
た
し
、
五
月

二
十
二
日
�
 ωか
ら
県
営
蔵
本
球
場
で

始
ま

っ
て
い
る
県
大
会
で
は
、
既
に

第

一
回
戦
を
勝
ち
抜
き
、
優
勝
を
め

ざ
し
全
員
野
球
で
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

五ど手去品� E
-̂ ¥J;r院� 

27日(水) 可司冒F丞S
d合、� 

Z 場:勝浦中学校屋内運動場イ也� ¥1u一玄

土成町農業者トレーニングセンター他

参加資格�  :同一市町村内に居住している者で編成されたチーム。

同一小学校区または同一中学校区に居住し、

平成5年4月1日において� 25歳以上の既婚の家庭婦人。

ただし、未婚者は� 35歳以上の者。

チーム編成� :監督� 1人、選手12人以内

実施方法:市町村対抗戦とする。� 

(各市町村� 1チーム、開催地図T2チーム参加) 

期

会

監督 ・選手は、満15歳以上の者(高校生は除く )。

体重は、男子チーム600旬以下、女子チーム480旬以

下とする。(選手8人の合計体重)

チーム編成チーム監督�  1人、選手10人
実施方法�  :市町村対抗戦とする。(各市町村男女各� 1チーム、

開催地町男女各2チーム参加)� 

チーム編成� :監督 1人、選手7人

実施方法�  :市町村対抗戦とする。(各市町村2チーム、開催地

図T4チーム参加) 〆-焚

lグラウンド・コルフ |県南駅前J Wリ
県北「板野田TJ 、~

期 日� :平成5年10月25日(月 JC..三戸

日までに、勝浦町教育委員会へ申し込んでください。� 30月6に参加希望チームは.11

食詳細についての問い合わせは勝浦町教育委員会(電話� 2-2515)まで、ご連絡ください。

国

女 『綱ヨ� 

去
る
四
月
十

一
日
、
十
八
日
、

二
十

五
日
の
三
日
間
、
県
下
選
抜
十
八
チ

ー
ム
の
壮
年
(四
十
歳
以
上
)を
集
め

た
第
十
三
回
羽
ノ
浦
大
会
に
お
い
て
、

本
町
の
壮
年
�
 
(
か
つ
て
の
青
年
)
の
野

球
好
き
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
勝
浦

ク
ラ
ブ
が
、
決
勝
戦
で
強
敵
の
小
松

島
オ
ー
ル
ド
か
ら
最
終
回
�
 
4
得
点
し
、

l

9
対
8
の
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
ゲ
�
 ム
で

選
手

杉

田

健

加

々

美

好

信

大

西

一

司

宮

本

博

湊

俊

治

坂

井

芳

久

奥
田
喜
久

一

近

藤

茂

芳

二
階

堂

政

博

山

口

正

谷

脇

寿

彦

桑

村

好

男

入
部
を
希
望
さ
れ
る
方
は
歓

迎
し
ま
す
の
で
、
メ
ン
バ
ー
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

初
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
九
日
、
十
六
日
の
二

日
間
、
由
岐
町
で
行
わ
れ
た
向
井
杯

-R



争
奪
大
会
で
も
、
再
び
優
勝
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
�
 

メ
ン
バ

ー
紹
介

部

長

岡

本

富
治

(
黒
岩
)

監

督

湯

浅

公

一
郎
�
 (棚
野
)

主
将

細

谷

正

一
�
 
(坂
本
)

選

手

怖

山

勝

義

松

浦

照

明

期 日� :平成5年10月26日(火)

会 場:徳島県オリエンテーリ ングパーマネントコース

徳島県立川島高等学校運動場

参加資格:自由参加。

実施方法:個人一男女4クラス

グル プ・� ・男子組、混合組、0

女子組、壮年組、 盆家族組、小学生組� 

ゲートポール� 県南「那賀)11田TJ・県央「阿波田� TJ・

県西「山城町」

片

山

博

之

麻

植

伸

次

郎

宮
本

克

久

溝

内

康

上

村

正

実

宏

河

野

敬

三

MUS04
テキストボックス
壮年野球
勝浦クラブ優勝　　　県下選抜羽ノ浦大会　向井杯争奪大会

MUS04
テキストボックス
生比奈クラブ優勝

MUS04
テキストボックス
参加してみませんか
第48回国民体育大会　デモンストレーションとしてのスポーツ行事

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



く
り
百
科
等
抑
冊
く
ら
い
取
り
揃

え
ま
し
た
。

か
与
え
ら
れ
た
人
生
α

本

茂
幸
�
 

書
棚
を
整
理
し
て
い
て
、
ふ
と
目

に
と
ま
っ
た
本
が
あ

っ
た
。
題
名
は

「
い
の
ち
輝
い
て
」
白
川
和
子
書
、

体
験
手
記
で
あ
る
。
・彼
女
の
経
歴
を

少
し
書
い
て
お
く
。
�
 

S
-n
 長
崎
県
に
生
れ
る
。

大
学
一

年
の
時
、
劇
団

赤
と
黒
に
入
団

大
学
二
年
中
退

S
 -

日
活
ロ
マ

ン
ポ
ル
ノ
で
女

優
と
な
る
。

・
4
 
女
優
を
引
退
、
結
婚

・
日
�
 離
婚
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に

復
帰
し
「
野
々
村
病
院
パ

ー
ト

2
」
「
貫
八
先
生
」

な
ど
に
出
演

映
画
で
も
「
青
春
の
殺
人

者
」
「
復
習
す
る
は
我
に

あ
り
」
な
ど
の
話
題
作
に

出
演
、
演
技
派
女
優
と
し

て
活
眼

・
日
�
 別
れ
た
失
と
復
縁

様
々
な
人
生
経
験
を
し
て
い
る
女

性
で
あ
る
。
本
は
「
様
々
な
人
と
の

め
ぐ
り
あ
い
」
「
愛
と
破
局
」
「
い

の
ち
輝
い
て
」
の
三
章
か
ら
な

っ
て

い
る
。
内
容
は
長
く
な
る
の
で
書
け

S Ss
な
い
が
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
か
け
が
え

MW

の
な
い
人
生
を
生
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
与
え
ら
れ
た
人
生
の
中

悩
み
、
傷
つ
き
、
挫
折
し
、
そ
し
て

人
は
学
ん
で
い
く
。
人
を
愛
し
、
涙

し
て
、
そ
し
て
人
は
よ
り
深
い
人
間

と
な
る
。

ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
の
女
王
と

呼
ば
れ
、

一
世
を
風
廊
し
た
女
優
が

人
の
愛
の
中
に
生
き
よ
う
と
す
る
。

世
間
の
偏
見
、
生
さ
ぬ
仲
の
子
と
の

葛
藤
に
疲
れ
女
優
の
自
立
を
ふ
た
た

び
考
え
る
。
人
生
は
き
れ
い
ご
と
で

は
な
い

。
彼
女
は
赤
裸
に
、
勇
気
を

持

っ
て
そ
れ
を
さ
ら
け
だ
し
、
自
己

を
厳
し
く
見
つ
め
な
が
ら
、
よ
り
大

き
な
愛
と
幸
せ
に
近
、ず
い
て
い
く
。

人
生
の
普
遍
を
語
り
な
が
ら
、
生
命

は
い
と
お
し
い
も
の
で
あ
り
、
寄
り

添

っ
て
在
る
も
の
だ
と
い
う
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
舎
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
だ
け
と
い
う
考

え
を
、
勝
浦
町
民
の
中
か
ら
無
く
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

小
学
校
一
年
生
に
お
知
ら
せ

図
書
利
用
カ
�
 ド
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

一
、
図
書
館
で
は
、
小
学
校
入
学
時


に
図
書
利
用
カ
�
 ド
を
、
新

一
年


生
全
員
に
学
校
を
通
じ
て
配
布
い


た
し
て
い
ま
し
た
が
、
遠
隔
地
の


た
め
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が


で
き
な
い
う
ち
に
カ
ー
ド
を
粉
失


す
る
児
童
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。


こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
直
接
図
書


館
に
来
ら
れ
て
カ
�
 ド
の
交
付
を


受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
今
年
か
ら


変
え
て
み
ま
し
た
。


新
一
年
生
に
限
ら
ず
現
在
カ
ー


ド
を
粉
失
さ
れ
て
い
る
方
や
、
カ


ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
お


方
は
、
直
接
申
し
込
み
を
し
て
く


だ
さ
い
。
数
分
で
カ
�
 ド
は
出
来


ま
す
。


一
、
図
書
館
で
は
、
学
校
教
育
と
の

l
l l

l

関
連
を
常
に
考
え
、
図
書
の
購
入

や
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
夏

六
月
の
図
書
館

行
事
と
休
館
日

女
こ
ど
も
映
画
会

毎

日

曜

日

午

後

�

 
2
時
1
3
時

日
日
西
部
の
ヒ
ー
ロ
ー

初

円

ブ

レ

た
な
ば
た
さ
ま


+
岡
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
目


日
日


食
休
館
日


7
日
・日
比
日

・幻
日

-
日
・初
日


盆

栽

展


剖
日
�
 

日


お
気
軽
に
御
出
品
く
だ
さ
い
。

i
U

m

休
み
読
書
感
想
文
の
提
出
の
た
め

「
平
成
五
年
度
課
題
図
書
」
の
購

入
の
他
、
各
学
年
に
即
し
た
害

籍
も
揃
い
ま
し
た

。
ま
た
、
植

物
、
昆
虫
採
集
や
標
本
作
製
の

た
め
、
採
集
の
仕
方
、
標
本
の
作

り
方
な
ど
に
つ
い
て
有
名
な
先
生

を
お
招
き
し
て
、
お
話
し
を
聞
く

計
画
も
た
て
て
い
ま
す
の
で
、
大

い
に
図
書
館
を
ご
利
用
の
う
え
、

学
力
向
上
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

覆
面
グ
マ

メ
ン
の
音
楽
隊

l

新
刊
書
案
内
�
 
-
中
国
の
古
典
�
 
(
全
お
巻
)

そ
の
他
児
童
書
、
料
理
本
、
庭
、
つ

O

l

l
 

-
平
成
五
年
度
課
題
図
書

-
ス
カ
�
 
レ
ッ
ト

ア
ハ
レ
ナ
サ
ノ
ド
ラ

・

リ
:-フ 

-
{

家

殺

の

人

毛

利

甚

八

・
絹

の

道

平

岩

弓

枝

・
上

杉

鷹

山

童

門

冬

-
磯
野
家
の
謎
翠
口
小
サ
ザ
エ
さ
ん
ま
目

・
明
け
方
の
夢

シ
ド
ニ
ィ・

・
長

島

茂

雄

高

田

実

彦


-
琉

球

の

風

陳

舜

臣


・
女

ざ

か

り

丸

谷

才

-
吾
れ
老
ゆ
放
に
吾
れ
布
り
波
多
野
完
治

二
�
 

N
H
K

シェ
ルダ
ン

一
�
 

府
史
一発
見
取
材
班

・
歴
史
発
見
�
 (1
1
5
)
 

・
母
に
捧
げ
る
バ
ラ
ー
ド
武
田
鉄
矢
�
 

A 新刊書コーナー

横
瀬

橋

....新刊書

回

MUS04
テキストボックス
図書館だより



-

短

歌

全
身
に
喜
び
み
せ
て
吾
を
待
つ
犬

の
一
日
の
長
さ
お
も
え
り

山
下
一
房
雄

歩
道
橋
手
を
取
り
合
い
て
渡
り
ゆ

く
若
き
の
さ
ま
に
眼
を
奪
わ
れ
て

お

り

谷

翠

山

つ
つ
が
な
く
老
友
た
ち
と
旅
お
え

て
用
の
な
か
り
し
保
険
証
し
ま
う

今
川

昇

古
雛
と
共
に
出
て
来
た
遊
山
箱
吾

子
の
名
入
り
の
赤
胴
鈴
の
助

島

つ

と

む

若
く
し
て
戦
で
逝
き
し
叔
父
の
墓

過
去
聞
き
た
く
て
文
字
撫
で
い
た

り
�
 /

広
安
美
枝
子

ガ
ン
病
み
で
あ
と
幾
ば
く
か
知
ら

ね
ど
も
今
日
を
楽
し
く
懸
命
に
生

く

斎

藤

重

子

朱
き
実
に
未
練
の
鴨
は
戻
り
き
て

敵
意
な
き
吾
を
し
ば
し
窺
ふ

仙
才
�
 
i青

杖
っ
き
し
人
が
手
を
上
ぐ
フ
リ
ー

パ
ス
き

っ
ち
り
そ
ば
に
止
ま
り
て

乗

せ

ぬ

栗

城

絹

お
早
う
と
元
気

一
ば
い
曽
孫
は
か

ぱ
ん
片
手
に
食
事
の
席
に

幸
山

美

好

救
急
車
よ
り
直
ち
に
運
ぶ
治
療
室

へ
父
は
入
り
た
り
待
つ
刻
永
し

溝
内
喜
美
代

過
、
ぎ
し
日
の
思
い
は
う
ね
り
う
ね

り
き
で
今
こ
の
浜
に
白
々
と
散
る

殿
川

早
苗

子
は
宝
老
い
た
る
母
は
な
ほ
ま
さ

る
宝
で
あ
り
し
死
ん
で
し
ま
ひ
ぬ

日

下

克

子

ね
た
き
り
と
な
り
で
も
鍬
と
る
仕

草
せ
り
農
忘
れ
得
ぬ
父
の
証
し
か

田

中

茂

子

時
な
ら
ぬ
寒
さ
も
す
ぎ
て
今
日
の

濃
き
陽
の
下
に
た
ち
春
を
み
な
吸

ふ

比

留

間

一

事
故
死
し
て
温
み
残
れ
る
愛
犬
を

抱
き
し
め
帰
る
夕
暮
る
る
路

桜

木

千

代

い
つ
の
間
に
過
、
ぎ
た
る
七
十
六
年

ぞ
ね
む
れ
ぬ
夜
は
ま
た
思
い
つ
の

れ

り

広

松

ハ

ル

ノ

海
鳴
り
の
う
ね
り
は
高
く
大
波
が

磯
に
砕
け
て
し
ぶ
き
を
浴
び
る

錦

内

常

一

浅
み
ど
り
川
辺
に
な
び
く
青
柳
の

色
に
ぞ
春
の
訪
れ
思
うハ

人
口
新
太
郎

無
数
の
鯉
月
ヶ
谷
に
な
び
き
清
々

ぜ

い

し

し
感
歎
の
声
息
止
む
を
知
ら
ず

後
藤
田
泰
五

制
服
で
花
見
老
人
介
護
す
る
身
振

り
か
ま
わ
ず
働
く
さ
ま
に

桂

木

武

男

花
束
に
花
嫁
の
顔
う
ず
も
り
で
会

釈
を
す
れ
ば
ラ
イ
ト
は
照
ら
す

堀

梅

子

幼
き
日
競
い
登
り
し
故
里
の
桜
の

古
木
目
裏
に
あ
り

柳

田

末

子

井
の
蛙
大
き
く
な
れ
と
祈
り

つ
つ

き
び
し
い
社
訓
学
ぶ
孫
待
つ

林

と

み

え

八
十
才
の
母
の
老
い
ゆ
く
姿
み
て

時
よ
止
ま
れ
と
思
う
こ
の
頃

上

岡

久

子

開
屈
の
花
輪
幾
多
並
び
立
ち
屈
の

繁
栄
祈
り
つ

つ
見
る

北
島
ア
サ
ノ

い
つ
に
な
く
強
が
る
友
が
投
げ
つ

か
の
〈

音
な
く
け
ぷ
ら
う
鹿
首U

h岬s
'


倉

越

ヒ

サ


T
E
L
口
四
五
八
三

〈かたりあうページ 〉


け
る
言
葉
、の
裏
の
悲
し
み
を
聞
く

田
中

久
子

く
り
返
し
寄
せ
る
小
さ
き
波
白
く

さ
わ
や
か
に
な
れ
る
朝
な
り
ガ
ス

台
に
割
り
し
卵
の
黄
身
も
ま
ろ
や

か

中
田
ヤ
ス
エ

⑧
⑮
⑨
⑧
⑧
⑧

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

六
月
五
日
〆
切

川
柳

一
人

一
旬

七

月

五

日

〆

切

俳

句

一
人
二
句

※
作
品
の
す
べ
て
は
原
稿
の
ま
ま

掲
載
し
て
い
ま
す
。
選

・
添
削
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
各
自
で
勉
強

の
上
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
に
お
け
る

同
和
教
育

県
が
つ
く

っ
た
ス
ラ
イ
ド

『言

葉
と
差
別
』
の
な
か
に
こ
ん
な
会

話
が
あ
り
ま
す
。

息
子

『
お
父
さ
ん
が
よ
く
言
う

「
勉
強
せ
ん
と
し
ん
ど
い
仕

事
に
つ
か
な
あ
か
ん
よ
う
に

な
る
ぞ
」
な
ど
と
い
う
の
も

問
題
が
あ
る
よ
。
そ
ん
な
差

別
的
な
職
業
感
が
部
落
差
別

に
つ
な
が
る

っ
て
、
こ
の
間
、

学
校
で
話
し
合

っ
た
と
こ
ろ

や
。』

父

『な
に
言
う
と
ん
な
、
や

っ
ぱ
り
学
歴
社
会
ゃ
な
い
か
。

0

世
の
中
の
こ
と
は
単
な
る
き

宇品� 1
レ

ト

4

れ
い
ご
と
だ
け
で
は
す
ま
さ

れ
ん
ぞ
。
わ
し
は
、
お
前
達

の
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い

っ
と
ん
や
。』

あ
な
た
の
ご
家
庭
で
は
、
こ
ん


な
会
話
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ


な
た
は
、
子
ど
も
を
励
ま
す
つ
も


り
で
言

っ
た
こ
と
が
、
実
は
み
に


く
い
差
別
心
や
偏
見
を
う
え
つ
け


て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
ま


し
た
か
。


ま
た
、
あ
な
た
が
職
場
や
地
域

で
聞
い
て
き
た
、
人
を
傷
つ
け
る

よ
う
な
噂
話
を
う
の
み
に
し
て
、

T
7

道

家
族
に
語

っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
。家

庭
は
、
最
も
小
さ
な
社
会
で

す
。
小
さ
い
け
れ
ど
も
最
も
大
切

な
社
会
の
一
単
位
で
す
。
そ
の
な

か
で
も
お
互
い
が
尊
重
さ
れ
、
話

し
合
う
こ
と
で
、
正
し
い
人
権
感

覚
を
育
て
て
い
か
な
く
て
、
ど
う

し
て
豊
か
な
職
場
、
住
み
よ
い
地

球
社
会
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
差
別
を
し
な
い
と

言
い
な
が
ら
日
常
の
く
ら
し
の
な

か
で
差
別
や
偏
見
の
種
を
ま
い
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
世
界
を
つ
く
る
た
め
に

1
0

家
庭
で
正
し
い
人
権
意
識
を
高

め
合
え
る
よ
う
な
話
し
合
い
を
し

差
別
を
な
く
す
道
は

人
と
し
て
の
道

ひ
と
り
で
も

と
り
残
さ
れ
て
は
い
け
な
い
湛

放

っ
て
は
お
い
て
い
い
も
の
は

ひ
と
り
も
い
な
い
道

人
権
を
守
る
道
い
の
ち
の
道

だ
れ
も
が
生
ま
れ
て
き
て

よ
か

っ
た
と
思
え
る
道

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の
道

回

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
次回作品募集



地域の安全 お願いします。
新しく着任された駐在さん

横
瀬
警
察
官
駐
在
所
長

警
部
補
佐
々
木

勝
浦
町
は
自
然
に
恵
ま
れ
、
平
穏

で
非
常
に
民
情
豊
か
な
と
こ
ろ
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
勝
浦
町
で
勤

務
で
き
る
私
は
、
幸
せ
に
思

っ
て
い

る
次
第
で
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
こ
協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

こ
の
度
、
吉
田
巡

地
域
の
犯
罪
の
予
防
、
交
通
事
故
防

査
部
長
に
代
わ
り
、

止
及
び
少
年
の
非
行
防
止
等
積
極
的

四
月

一
日
か
ら
勝
浦

に
治
安
維
持
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の

町
横
瀬
警
察
官
駐
在

わ
役
に
立
つ
よ
う
努
力
し
た
い
と
思

所
長
と
し
て
勤
務
す

っ
て
お
り
ま
す
。

よ
い
地
域 
つ
く
り
を
し
よ
う
と
す
る

ヲ
令
ニ
シ
」
に
か
式
り
宇
?
し

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

た
佐
々
木
藍
で
す
。

ま
す
。

坂
本
警
察
官
駐
在
所

肇

巡
査
部
長
折
原
利
隆

一
、
人
柄
が
良
い
。


二
、
美
人
が
多
い
。


三
、
酒
が
強
い
。


c

土
地
と
聞
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大

勝
浦
町
地
域
の


安
全
を
守
る
会


平
成
五
年
二
月
八
日
に
勝
浦
町
地

域
の
安
全
を
守
る
会
が
結
成
さ
れ
、

事
務
所
を
勝
浦
町
横
瀬
警
察
官
駐
在

所
に
置
い
て
い
ま
す
。
こ
の
会
の
目

的
は
、
各
駐
在
所
勤
務
員
と
の
連
携

に
よ
り
、
地
域
住
民
に
対
す
る
交
通

安
全
思
想
の
普
及
徹
底
、
防
犯
思

想
の
普
及
高
揚
、
盗
犯
等
の
未
然

防
止
及
び
暴
力
追
放
運
動
推
進
、

青
少
年
非
行
防
止
と
健
全
育
成
、
各

種
犯
罪
を
無
く
し
て
、
安
全
で
住
み

交通事故相談日

-日 時 6月25日(創
午前 9時から

午後  4時まで

・場所 小松島中央会館

・相談員 新井 淳

※お気軽にご相談ください。

会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
で
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ

認
担
問 

巴
自
由
世
田
宮
@
ぎ
円
ω宅
 

ゆ
ず
り
合
う
心
が
か
よ
う

阿
波
の
道

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
の
最
終

日
(
四
月
十
五
日
)
生
名
バ
イ
パ
ス

三
文
路
で
横
瀬
・
生
比
奈
安
全
協
会

お
よ
び
勝
浦
町
地
域
の
安
全
を
守
る

会
会
員
の
ご
協
力
を
得
て
、
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
い
た
し
ま

。

ー
し 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
使
用
し
た
「
か


ざ
ぐ
る
ま
の
マ
ス
コ

ッ
ト
」
は
、
勝


浦
町
老
人
ク
ラ
ブ
婦
人
部
の
英
見
さ


ん
と
清
水
キ
ヌ
コ
さ
ん
の
二
人
が
交


通
事
故
が
お
き
な
い
こ
と
を
願

っ
て


心
を
こ
め
て
作

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し


た
。


H

M

血清水・~見氏から贈られたかざぐるま A交通安全キャンペーン展開中

h
~

H 

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
年
令
は
三
十

皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。

こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、

新
し
く
坂
本
警
察
官
駐
在

所
に
着
任
し
ま
し
た
折
原

で
す
。

前
任
地
の
鷲
敷
か
ら
坂

本
へ
異
動
し
て
く
る
に
際

し
、
当
地
が
、

き
な
期
待
と
小
さ
な
不
安
を
抱
い
て

や

っ
て
参
り
ま
し
た
。

着
任
後
、
僅
か

一
ヶ
月
し
か
経

っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
現
在
の
と
こ

ろ
、
異
動
時
に
聞
い
た
話
に
嘘
は
無

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

(但
し
、

三
の
「
酒
が
強
い
」
は
、

「
酒
が
減
法
強
い
」
に
言
葉
を
か
え

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。
)

三
歳
で
、
家
庭
に
は
妻
と
坂
本
小
学

校
に
通

っ
て
い
る

一
年
生
の
娘
と
三

年
生
の
息
子
が
い
ま
す
。

趣
味
は
単
車
に
乗
る
こ
と
と
、
ま

だ
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
囲
碁
を
打

つ
こ
と
で
、
酒
は
晩
酌
を
少
々
や
り
・

ま
す
が
、
勝
浦
の
人
に
は
「
祇
め
る
」

程
度
だ
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
。

今
後
、
駐
在
所
の
活
動
を
通
じ
て

少
し
で
も
地
域
に
溶
け
込
み
、
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
家
族
共
々

頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

国
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地図展 9-.3-----，  

年金往宰戚資の活用を.グ | ←と-ぐーしま

-利用できる方 現在厚生年金保険の加入者で、加入期間が� 3年以 地図展は、毎年全国の主要都市で開催

上あ る方 してい るもので本年は徳島市 で行います。

-資金の使いみち 住宅の新築、マ ンショ ン、建売住宅、中古住宅の 内容は、 地図や空中写真で見る郷土の

購入資金および増改築等住宅改良資金 	  紹介や変選、地図の作成工程、色々な地

- 融資金額 100万円� (住宅改良資金は50万 円)以上1.940万円 図の紹介 などの他遊 びゃ クイズのコ ーナ� 

I1 ー を設け、子供から大人まで楽しめる地� 

-融資利率

以内

年4.58% (一般住宅 「一般貸付」の場合) !日する催しものですo 跡徳島地

(利率 は変更す ることがあります。)� 理学会主催の地理作品展(小・中・ 高校

-返済期間 5年以上35年以内 生対象) も行っています。

・問合せ先 徳島市昭和町�  1丁目37番地	 ご来場者には、 明治と平成の地図で見

る徳島市とその周辺の変遷や組立式地球…一…一一お 儀などを進呈する 他旅行券当の当たる抽

選もあります。入場は無料です。

と き:平成�  5年� 6月2日制� 

~ 6 月 7 日 (月)

ところ:徳島そごう� (8F特別催し会場)

手捻S353局訟や~e~ 哉さb

|電波はルールを守って使いましょう� |

-園内で使用力、認められている市民ラジオl立、;欠のよ う

J¥イパワー市民ラジオ な表示のあるものだけです。それ以外は、r/、イパワー

・電波は、限 りある大切な資源です。	 市民ラジオ」と呼ばれる不法無線局で、テレビ ・ラジ

・これを 、できるだけ多くの人に、公平に、

しかも能率的に使用できるようにするため 団毎;
オの受信障害や漁業用の緊急通信などに混信妨害を与

えますから、絶対に使用しな f五両~r.;函ζ1 
L、よ う にしまし ょう。 I \:: :'~ II \:;ζ叶 |

に、電波法令は、電波を正しく利用するル

ールを定めています。

，-・・・・・・， ，・・・・・・・

… 
'l _ ¥、.-，; ノlt門'.， 71/
一- 定可能、スペシ ャル機能付などと称し
消防無線、防災行政無線など国民の生命、 Tさど1<:¥>¥ば/� 

..IU・・ I-V-ーL 
t-主奇ト、い 「 で販禿さ れ、改造品にも上の表示がそのまま残さ れて

.波利用保護旬間� 

6月1日-10日

-ハイパワー市民ラジオ ・不法パーソナル無線 ・不法アマチュア無線 ・不法コードレス電話

ミ設〈るさ~iタ強2ア@電泌総Øl

l 

-パ ソナル無線に改造を加えで、出力を大きくしたり、
指定されたチャンネル数を超える周波数で電J皮が発射

|不法電波はみんなの注惑です�  |
不法パーソナル無線� 可能にしたりしたものが、不法パーソ

ナル無線です 。	 ~ 

・現在、テレビ・ラジオの受信や警察無線、	 . ~;去パーソナル無線は 、 チャンネル回 以 j

財産を守るために重要な役割を果たしてい 一、、---"'" ，..ι~ 

います。
る無線通信に種々の電波防害が発生してい ・しかしながら、このよ うな機器は技術基準に適合しな

ます。 い不法パーソナル無線であり、電気通信業務用などの

・これらの電波防害の多くは、郵政大臣の免 	 重要な通信に混信妨害を与え ますので、絶対に使用し

なL、ようにしまし ょう。
 

許を受けていない無線局、すなわち不法無

線局から発射される電波によるものです。 -アマチュア無線は、操作する資格と、無線局の免許の

不法アマチュア無線� 雨方が必要です。

電波はいたる所でたくさん ・資格や免許を取得していても、アマチュアバン ド以外

の周波数を使用することはできません。

・アマチュアバン ド以外の周波数で無線局を運用すると、

警察無線や鉄道無線など、重要な通信に混信妨害を与

えますので、絶対に使用しないようにしまし ょう。

使われています。� 

〈国語通傘	 ¥時
固
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6月の健康行事 不明な点は環境衛生課，保健婦へ。

日� 1程 内� n壬h量，、 大サ 象 者 受付時間 場� ~î庁 持参するもの他

ー・ーー ー� 

2 水 総合健康診査 一 自主 の 方� 8 :30-10:30 坂本集会所 健康手 帳 �  

10 木 総合 健康診査 一 自主 の 方� 8 :30-10:30 農村婦人の家 健康手帳�  

11 金� 3 歳児健康診査�  
HJじ.11 . 1 -H 2 . 4 . 30 

13:30-14:30 
農村環境改善

問診票，母子手帳
までに生まれた子 センター�  

14 月 日本脳炎予防接種�  j両� 3 歳 以 上� 13:30-14:30 坂本小学校
印鑑
料金…� 500円� 

13: 30-14: 30 星谷集会所
印鑑

料金� …� 500円� 
15 火 日本脳炎予防接種�  j前� 3 歳 以 上

印鑑
15 : 00 -16 : 00 農村婦人の家

料金…� 500円� 

16 水 日 本脳炎予防接種�  i前� 3 歳 以 上� 14:30-15:30 生名センター
印鑑

料金…� 500円� 

17 木 総合 健康診査 一 自主 の 方� 8 :30-10:30 石原集会所 健康 手 帳 �  

23 水 健 康 本目 きp卓ヅ丈 一 自主 の 方� 10:00-11 :30 勝浦会館 健康手帳�  

24 木 日本脳炎予防接種�  j前� 3 歳 以 上� 14 : 00 -15 : 00 
農村環境改善 印鑑

センター 料金…� 500円� 

24 木 総合 健康診査 自主 の 方� 8 :30-10:30 掛谷集会所 健康 手 帳 �  

25 金
離乳食講習会�  H 5 . 1 . 1 -4. 30まで� 13:30-14:00 

勝浦病院 母子手帳
乳児 健康診査 に生まれた子� 14:00-14 :30 

股関節 脱臼 検診 �  
H4.10.1 -3. 31まで� 

14:30-15:00 
農村環境改善

母子手帳�  

30 水
に生まれた子 セ ン ター

印鑑
日本脳炎予防接種�  j荷� 3 歳 以 上� 15:30-16:30 住民福祉セ ンタ ー

料金� …� 500円

総合健診を受けよう

自分の健康を自分で守るため、定期的に必ず健診を受けましょう 。

健診の目的は、病気の早期発見だけではありません。身体の機能が

年々どう変化しているかを知り、健康維持の対策に役立てるという

ねらいもあります。

内容は右のとおりです。

ただし料金は、生活保護世帯の方、市町村民税非課税世帯の方及

び満70歳以上の方は無料です。受付時にお申し出ください。

※総合健診のなかで胃検診を受診される方は、前日の午後� 9時以降

と当日検査が終了するまで何も食べないようにしてください。

また基本健診を受診される方は、血液検査がありますので当日朝

食をとらずにおこし ください。

検診項目 事ヰ 金

胃 検 苦ロ八ク'� 500円

基本健診

(循環器健診)
生正 料

結核検診 鑑 料� 

肺がん検診
100円 (レントゲンのみ) 

4ω円� (レン トゲン+略疾検査� ) 

大腸がん検診 600円

四
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ζ

G
村

リ

?

ト
近
く
の
人
が
歯
槽
膿
漏
の
た
め
に

抜
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
む
し
歯
と
歯
槽
膿
漏
が
歯
を
な

く
す
主
な
原
因
と
な

っ
て
い
る
よ
う

歯
槽
膿
漏
①
原
因
陪
?

歯
槽
膿
漏
の
原
因
は
、
現
在
歯
垢

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。(
歯
垢
一
ミ

リ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
二
億
五
千
万
個

の
細
菌
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
)

こ
れ
ら
の
細
菌
が
、
歯
と
歯
ぐ
き
の

聞
に
侵
入
し
巣
を
つ
く
り
、
歯
ぐ
き

の
炎
府
を
お
こ
し
て
い
る
の
で
す
。
�
 

、
正
し
、
歯
の
み
が
き
方

〆
�
 

f
 

s
L
V
 

L
 

(歯みがきの一例)ローリング法L回転法)のみがき方 -J歯
槽
膿
漏
を
予
防

す
る
た
め
の
歯
垢
除

去
は
、
正
し
い
歯
み

が
き
が
第
一
で
す
。

日本脳炎

予防接種

日
本
脳
災
と
は
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ

エ
蚊
が
日
本
脳
災
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介

-
し
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
患
者

【
が
発
生
す
る
感
染
症
で
す
。

一

発
病
す
る
場
合
は
、
四
日

1
十
四
�
 

{
日
の
潜
伏
期
の
後
四
十
度
以
上
の
高

{
熱
、
激
し
い
頭
痛
、
め
ま
い
、
意
識

一
障
害
、
け
い
れ
ん
発
作
な
ど
の
症
状

{
が

一
週
間
位
続
き
、
適
切
な
治
療
を

-
受
け
て
も
、
知
能
障
害
や
運
動
障
害

-
な
ど
の
後
遺
症
を
残
す
治
る
こ
と
の

-
少
な
い
病
気
で
す
。

毎
年
、
本
県
も
日
本
脳
炎
汚
染
地

【 -
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を
�
 

歯
は
健
康
、
つ
く
り
を
行
う
上
で
第

一
関
門
に
な
り
ま
す
。
歯
を
大
切
に

し
、
健
康
で
楽
し
い
毎
日
を
送
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
人
生
と
は
・:
?
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

一
日
に
三
度
の

食
事
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
。
こ

ん
な
こ
と
も
人
生
の
中
で
大
き
な
楽

し
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

.・
歯
陪
芯
ぜ
抜
り
る
め
η
?

歯
み
が
き
の
目
的
は
、
歯
に
つ
い
て
い

年
を
と
り
老
化
現
象
で
抜
け
る
と

思
わ
れ
る
人
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
間
違
い
の
よ
う
で
す
。

病
気
に
よ
っ
て
抜
け
、
ま
た
病
気

さ
え
な
け
れ
ば
、
歯
は
生
涯
使
え
る

も
の
で
す
。

-・

芯
病
気
宮
抜
付
れ

2
0
 

る
食
べ
か
す
や
歯
垢
(
歯
く
そ
)
を
取
除

く
こ
と
で
す
。
歯
垢
の
つ
き
や
す
い
と
こ

ろ
は
、
奥
歯
の
み
ぞ
、
歯
と
歯
の
聞
や
歯

〈フと;ヲ

肉
と
の
境
目
で
す
。
歯
を
み
が
く
と
き
に

は
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
気
を
つ
け
て
み
が
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

歯
み
が
き
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ
と
歯
み
が
き
剤
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、

大
切
な
の
は
歯
ブ
ラ
シ
で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
を
選
ぶ
時
に
は
、
大
き
さ
と

毛
の
硬
さ
を
み
て
選
、
び
、

一
月
に
一
回
は
新
し
い
も
の
と
取
り
詳
え
る

よ
う
に
す
れ
ば
、
き
れ
い
に
み
が
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�
 

歯
陪
ぎ

ω

若
い
こ
ろ
は
、
む
し
歯
に
よ

っ
て

歯
が
抜
か
れ
、
四
十
歳
を
越
え
四
十

五
歳
以
上
に
な
る
と
八
十
パ
ー
セ
ン

う
で
す
。

-J


-
受
け
て
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

-
O
料
金

五
百
円
�
 (満
三
歳
以
上
)
�
 

-
O
受
け
て
は
い
け
な
い
人

-

・
体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人

-

・
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
、
糖

一

尿
病
な
ど
に
か
か
り
急
性
期
ま
た

{

は
、
増
悪
期
に
あ
る
人

-

・
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
お
こ
し

た
人
�
 

{ -

・
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
に
対
し
て
ア
レ

一

ル
ギ
|
反
応
を
お
こ
す
お
そ
れ
の

あ
る
人

一 -

・
そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と
認
め

可

た
人

。
当
日
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
日
程
は
、
叩
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

V予拝詳湾持品一ー
¥へJ¥I(111¥1¥¥

/さ与も.Il.!.I，ーキ右下、

|①上の歯の清掃 | 

F (::-t今《λ(C令、三ぷ
辿� 4 /J、 \.~とこ〈、 匡� o¥

上の歯をみがく場合は、歯ブラシの毛先は上に向けて、歯

の並 びに平行に挿入し 、歯肉を押 えなが ら歯肉から歯の方

へ手首を回転させて 、同一部を� 8-10園清掃する。

|②下の歯の清掃 |

鴻今津ゆ

下の歯をみがく場合は、歯ブラシの毛先は下に向けて、歯

の並びに平行に挿入し 、歯肉を押 えながら歯肉から歯の方

へ手首を回転させて清婦する。� 

|③かみ合わせ(岐合面)の清掃� | 

m~ーでナ→ 奥歯のかみ合わせをみがく� 

場合、歯 ブラシの毛先 を使� 

って、奥歯から前歯の方に

/九 八--̂---人J.J 向 かつて、かき 出すように

・1 ・ 膏婦する。

一議
ι

(

キ
ハ
滋

，鴻
W
い
F
い

o
 

四
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自問問@綜@お� O laJ@~ 

惨保険税はこうして決まります

その年に予測される医療費か ら、 固などの補助金、被保険者

が医療機関の窓口で支払う一部負担金を除いた額が保険税と な

ります。 平成� 5年度の国民健康保

険税が決まりました。

世帯主あてに� 6月10日付

で通知しますので、 納期内一世帯!こし、くらと言十筑する

世得の加入者数に応じて計算する

世帯の収入に応じで計算する


世得の資産に応じて計算する


惨課税は、
食「加入の手続きを した

被保険者となった月の分から 炉納税の義務は世帯主ときJではありません。

被保険者と なる月とは、職場の健康保険をやめたとき、ある 世帯主が国保の被保険者である なしにかかわらず、

いは他の市区町村から転入して住み始めたとき。 保険税の納税義務者は世帯主です。

テレビゲームも子供の近視が増えで

いる原因のひとつ。あまり長時間や

らせないことが大切。

「よくかむ」ことの健康効果

に必ず納めてください。

自
の
悪
い
子
供
が
増
え
て
い
ま
す
。
視

力
が
川
に
達
し
な
い
子
供
は
、
小
学
生
で

約
幻
%
、
中
学
生
で
約
仏
%
、
高
校
生
で

約
問

よ
く
か
ま
な
い
食
生
活
が

視
力
の
低
下
を
招
く
っ
て
ホ
ン
ト
?

る
筋
肉 

(毛
械
体
筋 
)
が
う
ま
く
働
か
な

い
←
視
力
が
低
下
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
さ
け
る
に
は
、
乳
幼
児
の
う
ち

か
ら
、
と
き
ど
き
硬
い
食
べ
物
を
与
え
、

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
習
慣
を

つ
け
さ
せ
、

あ
ご
を
強
化
し
て
お
く
こ
と
。
か
む
こ
と

は
、
単
に
視
力
面
で
好
影
響
を
も
た
ら
す

だ
け
で
な
く
、
歯
列
不
正
や
不
正
岐
合
を

防
ぐ
と
い
う
メ
リ 

ト
も
あ
り
ま
す
。

y

M
W 

(

引
学
校
保
健
統
計
)。

さ
ま
ざ
ま
あ
る
原
因
の
中
で
、
と
く
に

注
意
し
た
い
の
は
「
か
ま
な
い
食
生
活
」

の
影
響
。
つ

ま
り
、
軟
食
化
の
傾
向
の
中

で
よ
く
か
ま
な
い
で
食
べ
る
←
あ
ご
の
発

達
が
悪
く
な
り
、
顔
面
の
筋
肉
が
弱
ま
る 

予測される医療費

一部負担金� |固などの� 

(3割または2割)I補助金

←
水
晶
体 

(
レ
ン
ズ 
)
の
厚
み
を
調
節
す

よ
く
か
め
ば
ど
ん
な
健
康

効
果
が
あ
る
か
?

ひ
と
口 
m
i
羽
田 
1

1
最
近
、
か
む
こ

と
の
大
切
さ
が
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
健
康
効
果
は
図
の
と
お
り
。
こ
ん
な
に

安
あ
が
り
の
健
康
法
が
あ

っ
た
と
は
け

ふ
が
ん
か
ら
よ
く
か
む
習
慣
を
つ
け
る

た
め
に
、
食
べ
も
の
を
た
ま
に
変
え
て
み

る
こ
と
も
必
要
。

④あごの運動

は脳を刺激す

るので、脳の
集中力を増し、

老化を防ぐ。

4耳!IJIIIII・・h

s一一・dムムY
ふ弘二手白

①あごの発達

でみがきやす� 

い歯になり、
虫歯や歯槽鵬� 

漏を予防する。

かみごたえのある

食品交換リスト� 

(左の重品を右の食品に萱えτみましょう)

食パンゆフランスパン

白米吟玄米

ラーメン吟かた焼きそば

回

②よくかむと ⑤歯ぐきの血
ハンバーク吟ステーキ 唾液の分泌が 行をよくし、丈
切り身魚吟骨ごと食べら れる魚 よくなり、歯 夫な歯にする。
スナ ック菓子吟せんべい の汚れを，先い
缶詰の果物ゆ生の果物 流してくれる。 ⑥よくかむと血糖値

が早〈高くなり、満腹

告輝j !惑がf専られやすくな臼 ζ 三ク 夜中の物質が発

がん物質を中和し って、食べすぎを防

で、がんを予防する。� ぎ、肥満予防になる。

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

保険税の決め方　納め方



重
度
身
体
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

在
宅
の
重
度
障
害
者
で
、
所
得
税
非
課
税
世
帯

聴
覚
障
害
者
屋
内
信
号
装
置

・
透
析
液
加
温
器
な

ど
)
の
給
付
等
を
行

っ
て

い
ま
す
。

卜

・

経
費
は
低
所
得
の
方
は
無
料
、

そ
の
他
の
方
は

所
得
に
応
じ
一

部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

y

の
方
の
日
常
生
活
が
よ
り
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め

の
日
常
生
活
用
具

(
特
殊
寝
台

・
特
殊
マ
�
 

浴
槽

・
特
殊
便
器

・
盲
人
用
時
計

・
電
磁
調
理
器
・

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業

重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造
助
成
制
度

重
度
身
体
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方

が
、
冠
婚
葬
祭
や
介
護
疲
れ
な
ど
で
お
世
話
で
き

な
く
な

っ
た
時
、

一
週
間
程
度
施
設
入
所
が
で
き

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
が
、

日
常
生
活
を
容

易
に
す
る
た
め
の
住
宅
改
造
を
行

っ
た
場
合
、
そ

の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
と
し
て
、
重
度

身
体
障
害
者
住
宅
改
造
助
成
制
度
を
行

っ
て

い
ま

す
。
内
容
等
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
が、

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
役
場
住
民
福

客真

祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

等

ま
す
。

経
費
は

一
日
当
た
り

一
、
四
�
 

円
程
度
必
要

O
O

で
す
。

ノ

4
1

ほ
�
 

，
4
4

ハ
�
 

業
者
の
見
積
書

改
造
部
分
の
設
計
図
、

家
屋
�
 

全
体
の
見
取
図
等

不用犬の
6⑨ 

買い上げ‘日 心配ご と相談

一ー飼い犬は必ずつないで -日時 6月� 4 日(創
飼ってください一� 

6 月� 11日陰)

6月� 2自体)� 6 月� 18日(金)

6月16日体)� 6 月� 25日(剣� 

-時間 午前10時~午後� 3時

・内容 人権・行政・厚生・福祉

・場所 住民福祉セ ンタ ー 2階� 

A
X

¥
I
l
l
i
-
-
J

E
'
 

U
L

U
 

り
、
そ
の
改
造
に
よ
り
、
障
害
者
の
方
の
日
常
生

活
が
容
易
に
な
る
こ
と
。
(
同
時
に
他
の
改
造
を

行

っ
て
も
、
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
障
害
者

助

成

助
成
を
受
け
る
た
め
の
条
件

助
成
の
対
象
と
な
る
改
造
に
必
要
な
費
用
の
三

勝
浦
町
に
在
住
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

分
の
二
以
内
の
額
を
助
成
す
る
。
(
最
高
四
十
万

を
受
け
、
視
覚
障
害
ま
た
は
肢
体
不
自
由
で
の

一

級
ま
た
は
二
級
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。
�
 

円
)

必

要

書

(所
得
税
非
課
税
世
帯
に
限
る
)

類

等

助
成
対
象
と
な
る
改
造

玄
関
、
便
所
、
浴
室
、
炊
事
場
等
の
改
造
で
あ

の
方
の
利
便
性
に

つ
な
が
る
部
分
の
み
)

夜間救急当番表�  
6月� 1日 赤岩 医院�  2-2006 

6月 3日 勝 浦 病 院 �  2-2555 

6月� 5日 上勝診療所�  6-0302 

6月� 7日 月券 浦病院�  2-2555 

6月 9日 山 西医院�  2-3027 

6月11日 勝浦病 院� 2-2555 

6月⑬日 湯浅医 院� 2-2003 

6月15日 勝 浦病院�  2-2555 

6月17日 赤岩 医院�  2-2006 

6月19日� Il券浦病院�  2-2555 

6月21日 上勝 診 療 所 �  6-0302 

6月23日 勝浦病院�  2-2555 

6月25日 山 西医院�  2-3027 

6月⑫日� Il券浦病院�  2-2555 

6月29日 湯浅医院�  2-2003令~
 平日 午後� 6時から翌朝 9時ま で

休日 午後� 7時から翌朝 9時まで

回

す

わ

ま

合

り

い
お

問
て

お

し

に4
佐官
ヰ‘，昌

一
刈
い

も

あ

さ

で

、
だ

日

で

く

平

の

せ

/
f
i
l
l
-
-
-
¥
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¥
大
字
棚
野
字
前
田
久

徳

島

市

新

¥
大
字
沼
江
字
失
印
刷
松
松

/
鳴
門
市

林

「
大
字
坂
本
字
平

野

佐

/

徳

島

市

若

¥
大
字
沼
江
字
西
岡
青

/

佐

那

河

内

村

山

削

v-
大
{子
生
名

字
中
道

大
字
三
波 

{子
定
問

田
中

町の機関は

土曜日が

休みになっています� 

勝浦町では、 国の土曜日開

庁の趣旨を踏まえて、本年4

月からすべての土曜日を閉庁

していますので、ご理解をお願

いします。(勝浦病院も含みま 高己 介

す)

ただし、出生、死亡、婚姻

などの戸籍の届出の受付ー及び

次の機関は、 今までどおり業

務を行います。

小 ・中学校、幼稚園� (昨年

保育所、農村環境改善センタ

一、農村婦人の家、住民福祉

センタ一、図書館等。

東四国国体デモスポ行事
ビームライフyし 家庭婦人バレーポール

グラウンドゴjレフ 講 習 会 審判講習会及び選手強化日程
練習日程� 

あなたも練習して
6月2日同� 6月12日(土) 

6 月 日 (火) みませんか� ?
6月� 9自体) 6月19日(土) 

6 月� 15 日 6月16日同� 6月26日(土)

※毎月第� 1，第3火曜日に行います。 ビームライフル -場所 生比奈小学校体育館

福祉センター� 3階において練

習コーナーを設けています。教

育委員会までこ‘連絡し、ただけれ

ばキ東習できます。

家庭婦人バレーポール
ヴラウンドコルフ

回

6s 
戸
籍
の
窓


4
月
刊
日 
1
5
月
日
日 

v-

健
志
/
二
女

陽

子

¥

睦

卓
司
/
長
女

裕

美

¥

麻

普
史
/
二
女

寿

子

¥

璃

大
字
棚
針

{子
中
瀬

大
{
子
三
浅

{子
陸
洲

大
字
中
角

宇一
白
山

土口 木 前
原 田岡

実

一
勝
浦
会
館
六
月
行
事

(敬称!日各)

手
芸
教
室

習
字
教
室

陶
芸
教
室
(
開
講
式
)

生
花
教
室

着
付
教
室

口 

小

踊
り
教
室

手
芸
教
室

日
何

陶
芸
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

習
字
教
室

陶
芸
教
室

生
花
教
室

着
付
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